
『夏の夜の夢』:無 意識の効果

福 井 妙 子

序 論

シェイクスピアの祝祭喜劇 『夏の夜の夢』には不思議な要素が沢山盛

りこまれている。宮廷人やアテネの職人達 と妖精達が,複 雑 に交差 して

いる。さらに町から森ヘアクションを移 していて,劇 的な興奮に満ちて

いて,娯 楽の要素を盛 りこんでいる。その中で人々は宮廷か ら森へ と誘

われて,月 明か りの中で人間の愚行が行われる。愚行 というのは,例 え

ばPuckが3幕2場115行 でDemetriusを 追いかけているHelenaを 見て,

「人間ってどうしてこう愚かしいんですかね」と冷やかに眺めているとこ

ろ等にうかがえる。さて,月 はラテン語の1unaで1unacyは,む ろん狂

気の意味であり,狂 気は月の変化に よって引き起 こされているし,ま た

森,woodに もmadnessの 意味がある。C.L.バ ーバーは,こ れは玉泉

八州男訳だが 『シェイクスピアの祝祭喜劇』で 「森 とは変身の場所 ・濡

れた月明か りとか明滅す る星明か りの中で万物が変化 し,互 いに溶けて

融合 しあう場所 としておかれるのであり,変 身とは恋する者の心が見え

るものと,それが欲 しているものの双方 を表わしているのである。」1)と月

と森 との関係を詳 しく述べている。私はこの関わ りに登場人物達が,意

識 しない うちに入 りこみ何 らかの力によって,混迷の世界へ巻 き込 まれ,

trueloveを 成就 させていく様 を追求 してみたい。私のい う無意識の効果

乏は,意 識 しないうちにfancyが 生 まれ,変 化 し,も つれ,夢 を見て,

一つの輪 とな り,や がて無から有なるものが形づ くられてい くことを意

味する。この作品には,劇 中劇 『若いピラマスとその恋人シィズビーの
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冗漫にして簡潔な一場,悲 劇的,滑 稽劇』があ り,そ の中の序詞役の口

上についてTheseusが,「 もつれた鎖のようだ 一つ一つの輪はいい

のだが,繋 が り具合が出鱈 目だ。」と評 しているが,こ れが不思議に劇全
ひも

体 を象徴 している観がある。私はこの一つ一つの輪を台詞か ら紐 といて,

出鱈 目が どのように気がつかないうちに統一されているかを考察 したい。

1

ア テ ネの公爵Theseusは,剣 で愛 を獲得 したアマゾンの女 王Hippolyta

との 結婚式 を待 ち切 れず,幕 開け で月にひ っかけ て次 の よ うに言 う。

The.Now,fairHippolyta,ournuptialhour

Drawsonapace;fourhappydaysbringin

Anothermoon:but,O,methinks,howslow

Thisoldmoonwanes!Shelingersmydesires,

Liketoastep-dameoradowager

Longwitheringoutayoungman'srevenue,

(1.i.1-6)(下 線筆 者)

彼 は,Hippolytaと の結婚 を四 日後 に控 えて待 遠 しい。Anothermoon`

新 月 の宵 になれば結婚 なのだが,古 い月の欠け てい くのが も どか しい'と

自分 のはや る欲望 を押 えかねて,若 者 が継母や未亡 人か らの遺産 を待望

ん でい る比喩 を持 出 して嘆いて いる。一 方Hippolytaは,Theseusよ り

も考 え方 が現代 的で説得 力が ある。'

Hip.Fourdayswillquicklysteepthemselvesinnight;

Fournightswillquicklydreamawaythetime;

Andthenthemoon,liketoasilverbow

Newbentinheaven,shallbeholdthenight

Ofoursolemnities.(1.i.7-11)(下 線 筆 者)

彼 女 は 月 の 形 の 変 化 を考 え て い て,Theseusの`四 日過 ごせ ば'に 対 し て,
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たちま たちま
`その 四 日の昼は忽 ち夜 の闇 に溶 け込 み

,四 日の夜 は忽 ち`夢'と 消 えま しょ

う'と 時の速 さを強調 してい て,`新 月 が 自分達 の結婚 の儀 を見守 って くれ

る'と 答えて いるが,こ の二人の 台詞 の段階 では気が つか ないが,結 果 と

しては一 日早 く婚礼が行 われ る。ここにTheseusの 想像 のずれが2)あ る と

Leoサ リンガー も言 ってい る。 ここで彼等の台詞の 中の 月について考 え

てみ ると,作 品の中で一つの輪 の役割 を担 っている事 に気づ く。後 で述

べ るが,Hermiaに よ る三つの選択 か ら選 ぶ一つ は,Dianaの 祭 壇 であ り,

OberonとTitaniaが 会 う場所 もmoonlightの 中 で,10ve-juiceの 花 も
うまずめ

Cupidが 石 女 の月 を狙 って放 った矢が外 れて刺 った ものであ り,Bottom

達 の 芝居 に も月がな くて はな らないの である。

以上か ら幕 開けの`月 は欠けてい く'は,つ まり`変化 してい く'事で あ り,

この芝居 の混乱 を冒頭か らイ メージ してい る。例 えば,Theseusに 例 を

とる と,彼 は略奪結婚 の良心 的な痛みか らか`anotherkey'で`華 や か に,

賑 やか に,楽 しいお祭 り騒 ぎをもって'(1.i.18-19)結 婚 式 を行 うと

宣言 してい るが,他 の公 的な仕 事 には身が入 って いない。 とい うのは,

Hermiaを 裁 く時,`新 月 になれば… お前 も覚悟 を決めねばならぬぞ!'(1,

i,.,)と 要 求 してい るが,実 際 は,取 り決め も明確 で ない。何 故

ならば,第 四幕第一場 の狩 りの場面 で,Egeusに 法 の裁 きを と追 られ る

と,`Egeusお 前 の気持 を押 える事 にな るが…我々 と共 に神殿 に連 れて行

き,永 遠 の契 りを結ばせ てや りたい!'と 実 に手早 い判決 を下 してい るか

らであ る。 それ では次 に このHermia達 に ついて考 えてみ たい。

II

Egeusの 娘Hermiaは,父 の 同 意 を得 たDemetriusを 嫌 っ て,Lysander

と の 結 婚 を 望 ん で い る 。 父 はLysanderをTheseusに

Ege.Thouhastbymoolightatherwindowsung

Withfainingvoiceoffeigninglove,
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Andstol'ntheimpressionofher_fantasy

(1.i.30-32)(下 線筆 者)

`月に 誘 われ て
,窓 辺 で娘 に作 り声 で,偽 りの恋 歌 をつ くって,娘 の愛 を

盗 んで しまった'と 訴 える・と,Hermiaも,「 何 の力が私 を この ように した

のか分か りません。」と答 えているが 親子共 々気が つかないうちに,Lysander

の 存 在 が彼女の心 の中に宿 って しまっ た。 これは何故 か。Hermiaは,

Theseusに 「父 が私 の 目でLysanderを 見 て欲 しい。」と言 う と,Theseus

は,「 あ なたの 目が父親 の分別 で見 るべ きで あろ う。」 と答 えて い るが,

月 の よ うに球体 であ る目の不可思議 な二重ぼ か しの力が分 る。

且ermiaとLysanderは,三 つの選択(1)死 ぬか(2)父 の意志 に従 うか(3)

月 の 女神Dianaの 祭 壇 か,の どれに も従 わずtrueloveを 追 求 しよう と,

人 を狂 わせ る森の外 れの叔母の家へ駆落 ちの手段 をとる。それにDemetrius

うず

とHelenaの 複 雑 な輪 が加 わ り,互 いに気 がつかない うちに混乱 の渦 に入

って い く。森 の 中でOberonの 目に止 まるのだが,`morta1'人 間 で ある彼

らは,`spirit'妖 精 には気がつか ない。森の 中で さ迷 い,疲 れ,眠 って しま

った彼 らは,い つの間 にか,悪 戯 で,そ そ っか しく,自 由 自在 に化け る

妖精Puckに よ って,間 違 ってlove-juiceを 塗 られ,恋 の結 び 目をほ ぐさ

れ る。Lysanderは,Helenaを 愛 す るよ うにな り,Hermiaのtruelove

は,憎 しみへ と変って い く。Demetriusは,love-juiceに よ ってHelena

を求 愛す るよ うに変 わ る。 この混乱ぶ りは,妖 精の モ リス遊 びの ようで

あ り,J.L.コ ー ルダーウッ ドは,3)思 い を遂 げられない様 をmerry-go-round

に例 えて いる。

ここで混乱 を引 き起 こしたPuckに つ いて考 えると,JanKottは,Puck

を 「早変 わ りの名 人で あ り,手 品師 であ り,間 違 いの喜劇 の演 出家 で も
いた

あ る…彼 は偶然 であ り,運 命 であ り,不 慮 の事件 で もあ る。…Puckは 悪
ずら

戯 す るが,自 分 で 自分 のや った ことが分 っていない。だか らこそ彼 はア

ル レキー ノの よ うに舞 台の上 で とんぼ返 りがで きるのだ。」4)と言 っている
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が,第2幕 第1場 で燒 きりん ごに化け て,お しゃべ り婆 さんの唇 の前で

とんぼ を切 って,・たるんだ胸元 を酒 で ぐっ しょ りさせ,相 手 を,何 が何

だか分 らず,あ わて させ て いる。 また森 の中の恋 人達 を見て,

Puck..Then:will,twoatoncewooone

Thatmustneedsbesportalone:(.III,ii.118-119)

とか らか って いるだけで あ る。Puckの 主 人のOberonは,男 た ちの決 闘

に及 んだ様 子 を見 て,Puckに 声 色 を使 わせ,二 人 を無意識 の うちに夜 の

闇であ る地獄Acheronの 森 の中へ と誘 う。一 方女達 も爪 と足 と口で戦 い,

両 者は疲れ果て死 を覚悟す るが,こ れを見たOberonは,PuckにLysander

の 目にherbを 塗 って元 の 目に戻 させ,無 意識の うちに眠 りと夢の中へ引

き込む。

Obe. When they next wake, all this derision 

    Shall seem a dream and fruitless vision ; 

    And back to Athens shall the lovers wend, 

    With league whose date till death shall never end. 

                               (III.  ii. 370-373)

とOberonは 言 う が,Puckは,`JackshallhaveJi11.'(III.ii.461)め

で た し,め で た し と か ら か う だ け で あ る 。

III

こ こ まで,ま ずTheseusとHippolytaの`新 月の宵 になれば'の 台詞か ら

月の輪につ いて述べ,次 にHermiaとLysanderの 駆 落 ちを巡 るHelena

とDemetriusの 複 雑 な混乱 の輪 を見て きたが,三 つ 目に その混乱ぶ りの

原因 は何処 にあ るか を妖精 達に焦点 をあて考 えて みたい。

四人の若 者達 のlove-juiceに よ る混乱は,OberonとTitaniaの 夫 婦喧

嘩が その原因で あった。Timaniaの 信 者が生 んだIndianboyをOberon

が 欲 しが ったの で不和 が生 じた。そのため`mortal'な 人 間 と`immortal'な
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妖精の世界でもっれや混乱がおこり,

Tita. Is, as in mockery, set ; the spring, the summer, 

    The childing autumn, angry winter, change 

   Their wonted liveries ; and the  mated world, 

    By their increase, now knows not which is which. 

   And this same progeny of evils comes ; 

    From our debate from our dissension ; 

   We are their parents and original.  (II. i  . 111-117)

とTitaniaが 季 節の変化 につ いて 言っているように,皆 が彼 らの とば っち

りを蒙 った。Oberonがchangelingboyを 欲 しいために 厂この侮辱 に対

し,仕 返 しをす るまでは,こ の森 か ら一 歩 も出 さぬ ぞ」(II.i.146-147)

とお どし,Puckを 使 って,例 のlove-juiceを 眠 ってい るTitaniaの 目に

塗 る。た また ま立稽古 中だ ったBottomが,Puckに よ って ロバ の頭 をつ

け られ,Titaniaの 恋 人に され る。Pyramus役 のBottomが 楽 屋の茂 み

か ら戻 って来 ると,職 人達 はパニ ック状 態に落 ち入 り,森 の 中の 四人 の

混乱ぶ りを連想 させ る。 この混乱 は,

Snout.OBottom,thouartchanged!WhatdoIseeonthee?

(III.i.109-110)(下 線 筆 者)

とSnoutの 台詞 に見 られ るようにす ざま じいが,Bottomは 自分 の変化に

気づ いていない。

Bot.Whatdoyousee?Youseeanass-headofyourown,do

you?(III.i.111-112)(下 線 筆 者)

「何 ん とい う事 とは何 ん とい う事 だ
。 この頭 はお前の 間抜 け頭 みたい

な ロバ頭 だ とで も言 うのか」

ここで,Bottomは ます ます馬鹿 さ加減 を出 してい き喜劇 的効果 を上げて

い る。

森 の 中は 月夜 でなければ,目 が 見えず,耳 だけが頼 りなので,誰 れ し
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も耳が鋭敏 に なってい き,Bottomの 大 きな耳 はその象徴 であ る。化 物 と

な りTitaniaと 恋 をしたBottomの 夢 は,前 代未 聞の もので,題 は`Bottom

の 夢',つ ま り`底な しの夢'とBottom自 身 がつ けて いる。人間のBottom

と妖 精のTitaniaが 恋 をす るか らであ り,両 者は混乱状態 で無意識の まま,

love-romanceが 行 われ る。Titaniaの 「女 の蔦 は,男 の楡 の花々 しい枝

に纒 わ りつ く」(lv.i.42)に は,恋 の結 び 目の纒 わ りつ く意 もあ り,

気 がつか ない うちにeroticpowerを 観 客 の 目に示 してい る。この状態 は

Theseus達 の 欲望 ともダブルの であ り,コ ー ル ダー ウ ッ ドもその点 をつ

いて いる。5)

こ のBottomとTitaniaの 恋 は,LysanderとHermiaが,ま た

DemetriusとHelenaも 森 の闇の中で 自分達 の変 身を怖れると同 じように,

貞 節 の問題 を投げか けていて,人 間が 自然に持 ってい る本能が 引 き起 す

無意識 の恐怖 を暗示 してい る。 この二 人の様 子 を見 た,寝 取 られ亭 主 と

なったOberonは,changelingboyを 手 に入 れ,夫 婦円満 とな り,音 楽

を奏 でBottomをTitaniaと 共 に元 の姿に戻す。 この二人 の関係 を考 え

てみて もTheseusとHippolytaが 幕 開け で言って いる月の変化 が,恋 す

る者 に も変化 を及 ぼ して いる事 が分 る。

IV

初 め に劇 中劇 は,`も つ れた鎖 の ようだ …'と 述べ たが,一 体 どうい う意

味か検討 してみた い。 『PyramusとThisbe』 は,RomeoandJulietの

パ ロデ ィであ るが,職 人達 は,な け な しの知 恵 を絞 って,十 分考 えて,

意 識 して演 じたはず であった。 しか しその結 果は,無 意 識の うちに劇全

体 が,台 詞 は取 り違 え,句 読点 はな しの出鱈 目の芝居 に なって しま う。

Theseusは,劇 中劇 を見 て`火 を吐 く氷',`燃 え る雪'とOxymoronで 答 え,

更 に 「この不 調和 を どう調和 させ る とい うのだ ろ う。」(v.i.58-60)

と悩 んでい る。 台詞 を正 し く覚 えてい る積 りが,記B力 のない連 中は無
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意識 の うちに,出 鱈 目の 台詞 を話 し,観 客 には それが かえ って面 白い。

Hamletの 劇 中劇 は これ と違 って名代 の役 者連 中に,Hamlet自 ら稽 古 を

つ けて,父 王殺 しを演 じさせ て いる。Theseusと 同 じstage-audienceの

Clauduisは,`そ れ を見て シ ョックを受 け るが,恐 ら く意識せ ず に芝 居 を

見 ていて,あ ま りに リアルな爲に そ うな ったにちがいない。-Bottomの 芝

居 は違 う。稽古 の時にPyramusとThisbeの 親 達 が配役 されて いた筈 だ

が,本 番 には何 故か いな くな ってい る。Hippolytaが,「 こ んな馬鹿 々 し

けな

い芝居 は初 めて だわ。」(V.i.207)と 敗 す と,Theseusは,厂 芝 居 とは

最 高 の もので も,所 詮実 人生の影 にす ぎぬ,だ が最低 の もので も影以下

で はないのだ。想像 力で補 えば な。」(v.i.218-219)と 一 言で混沌 と

した出鱈 目の芝居 を上 手に ま とめ てい る。

V

こ こまでで考 えられ る事 は,TheseusとOberonは 一 つの輪 を二つ に分

割 した役割 をして いるのではな いか とい う事 で あ る。Oberonは,「 自分

達 は別 の精霊 だ。」(III.ii.388)と 言 ってい る。つ ま り夜 の闇の世 界 の
ロ

王 で あ り,dayの 出が 限界 とな るの で,PuckにL番 鶏 が鳴 く前 に帰 っ

て来い よ。」(II.i.266)と 自分 の限界 を知 って いる。一方Theseusは,

翌 朝,森 のニン フ達 を,狩 りの途 中で発 見す るが,自 分 の知 らない所 で

何 かが偶 然起 った事 を知 るのであ る。 「五 月祭 の花摘 み?」 と感違 いす る

が,Hippolytaの 想 像 力が別 の見方 をす る。

Hip. But all the story of the night told over, 

   And all their minds transfigur'd so together 

    More witnesseth than fancy's images, 

   And grows to something of great  constancy ; 

    But howsoever, strange and admirable. 

 (V.  i  . 23-27)
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と仲 々信 じないのであ る。Theseusは,劇 中劇が終 ると恋 人達 に 「さあ

新床 につ くとしよう… そろそ ろ妖精達 の時間だ。」(v.i.350)と 妖精

の世 界 を区別 してい る。

Theseusの 狩 りの際には,HelenaがDemetriusのspanielに な りたが

った そのspaniel犬 をは じめ,あ らゆる種 類の犬の不 協和 音が角笛 と調和
シヒ ン

して一つ の心地 よい雷 鳴の音 となる。 目覚 めの場面 で,Egeusが 四 人の

仲 睦 ま じい寝 姿 を見 て 「アテネの法 のお裁 きを」(lv.i.154)と 冷 酷 に

迫 るが前 に述べ たよ うにTheseusは ま ともに聞 こ うともしない。何 故 な

らば一晩 の夏の夜 の夢 の中で,無 意識の うちに互 いに相 手 を求 め,そ の
おぼろ

結果 が出て いたの だか ら。Demetriusの 「今 までの事 が小 さ く朧に なっ
はる

て い くようだ,遙 か彼方 の山脈が雲 とな って霞 んでい くよ うに」(lv.i.

186-187)と 過 去 を振 り返 って 言い,他 の三人 も異 口同音 に半信 半疑 の態

であ る。Demetriusの 「いか な る力 によってか分か りませ んが とい

って何 らか の力 によ る事 は,確 か なのですが 私 のHermiaへ の 愛 は,
はざ ま

雪 の ように解 け去 り…」(Iv.i.163-165)の 台詞 には夢 と現実 との狭 間

をよく言い当てているし,A.レ ガ ッ トは,「何が起 こったか というDemetrius

の不 思議 な感情 には美 しい調和 があ る。」6)と述 べ て いるが,よ く要 点 をつ

いてい る。つ ま り目に見え ない`何 らか の力'が 彼 らに作用 して,夢 と現実

との狭間 で彼 らの恋 を成就 した様 子が分 る。

結 論

最 後 に,私 が追 って きた1.月 の輪,II.恋 の複 雑 な輪,III.喧 嘩 の

輪,IV.劇 中劇 の出鱈 目の輪,調 和 の輪 は一 つ一つ意 識 しないで どの よ

うに繋が ってい くのか。 もつれ た鎖 がほ ぐされ,元 に戻 って一つ に結ば
から

れる。その繋が り具合は,各 々因果関係があって,植 物の蔦のように絡

まっていて,更 に大きな一つの輪 を作 り上げる。第5幕 第1場 の冒頭で

Theseusは,
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The. Lovers and madmen have such seething brains, 

   Such  shaping fantasics, that apprehend 

    More than cool reason ever comprehends. 

   The lunatic, the lover, and the poet  

   Are of imagination all  compact  :

(v.i.4-8)(下 線 筆 者)
の 　 　 コ

と言 う。この 台詞 に もあ るよ うに,月 のlunaか ら来た1unaticやloverや
コ 　

poetは 同類だ と言っているし,詩 人は想像力によって人に知 られないも

のを空なる無に形を与えるし,同 様に恋する者 もtrueloveを 求めて、、狂

い,想 像力た くましく自分のものにしてい く。人間は現実の世界 と幻の

世界(妖 精の世界と言えるが)の 中で無意識の うちに想像力 を働かせて
カオス

混沌 の 中に入 り込 み,何 らか の力に よって,新 た なる もの を創造 し,或

いは元へ戻す。TheseusとHippolytaは,月 に か こつ けて結婚へ と急 ぐ

気持 を問 うた し,恋 人達 は,自 分達 の複雑 な輪 の中でtrueIoveを 求 めて

さ迷 った し,OberonとTitaniaは 喧 嘩 をや め,円 満 な夫婦 に戻 った し,

劇 中劇 の 出鱈 目は,stage-audienceに よ る想像 力 で調和 を見 た。 また調

和 の限界,あ るいはその狭間 はや は り想像力 で埋 め る しか なか った。1そ

して各 々の独立 した輪 は,少 しずつ輪 の重な りの一部 をひ っか け あって,

更 に大 きな一つ の鎖 にな って い く。 それ にはや は り無意識 の うちに もつ

れ た輪 を糸の よ うにほ ぐして,元 に戻 した り,月 の干満 の よ うに変 えた

りして,ま とめ てい くこ とに な る。 無意識 の効果 とは以上 の よ うに,知

らず知 らず に無 なる ものか ら有 な るもが形づ くられてい くこ とと言える。
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